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●プロジェクトの成果
　平成18年10月末に最終プレゼンテーションを行い、
本プロジェクトの成果を小島　陽学長及び長岡技術科
学大学関係者に示した。その後、同学が詳細設計を行
い、改修工事及び什器類の整備が行われ、平成19年６
月７日に同学の開学30周年記念事業の一環として除幕
式が行われた。

　多少の設計変更はあったものの、概ね設計どおりに
施工が行われた。また、この除幕式を以って一般公開
となることから、多くの大学関係者、設計・施工関係
者及び報道関係者が駆けつけ盛大にセレモニーが開催
された。完成した展示室及び除幕式の様子を示す。（図
８）� （文責・三重堀 健志）

●最後に
　1973年、京都で“世界デザイン会議”が開かれた。
アジアで始めてのこの会議は、“精神と物質”との関
係をテーマとし、改めて時代を創るかぎとして取り上
げたものであった。
　’70年代からスタートした、技術立国日本の世界展
望は、数多くのプロジェクトを推進してゆくことにな
る。
　中でも、人材育成を目途とした、国立の技術科学大
学の開設は、その大きな軸として期待され、日本の将
来のイメージを彷彿させるものがあった。
　一方、デザインは、新しいコミュニケーション機能
を持つ分野として期待され“デザインは世界の共通言
語”として認識されることになった。
　社会科学、自然科学、人文科学の融合体としてのデ

ザイン学の構築が始めて長岡の地で長岡造形大学に
よって始まることになる。
　’85年の筑波科学技術博覧会は、９つの新しい研究
分野の上に展開され、世界の識者達の言葉は共通して、
“21世紀の地球を総合的にデザインし、うたい上げた
ものだ”と評価していた事を想い出す。
　科学技術から創出された物質“もの”と、人の心“精
神”との結びつきが、いかに次代にとって大切なもの
であるかを、この技術科学大学のキャンパス “NUT
テクノミュージアム”から人々に伝えられて　ゆく事
を期待したい。

豊口　協

図８　完成した展示室及び除幕式の様子
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○概　要
　「長岡市の廃棄物処理の現状と家庭でのゴミの分別
方法を説明できるビデオ」の制作依頼が長岡市環境部
環境業務課からあり、ビューラ研究室の学生とともに
ビデオの製作をすることとなった。
　ビデオは、クリーンセンターの見学時や市民セン
ターで開催される説明会等で使用され、近年、細分化
された家庭ゴミの分別方法に明るくない高齢者などの
住民を対象としている。特に、合併で新しく長岡市に
なった地域の住民に対し、長岡市での分別、回収につ
いてわかりやすく解説する必要がある。

○制作条件
・ゴミの種類とその正しい処分方法の紹介
　各家庭から出されるゴミの中にはきちんと分別出来
ていないものも多く、処理場のスタッフの手間を増や
している現実がある。そこで、ゴミの分別に対するモ
チベーションを高めるよう、各家庭でできることとし
て正しい分別とクオリティの向上（特に、リサイクル
に回す物の汚れ、付属物の除去）を求める。
・ごみの減量化についての啓蒙
　最終処分場の容量が現在のペースではあと数年で限
界に達するということを認識してもらい、ゴミの減量
化にもつながるようにする。
・廃棄物処理場の紹介
　一般の見学も受け付けているものの、普段見る事の
できない処理工場中の様子を見せる。

○業務内容
　ビューラ研究室の学生で上記の条件を満たしたオー
ディオビジュアルの作品を制作する。オーディオビ
ジュアル作品の制作の手順（プロセス）、脚本、撮影、
編集、メディア納品までを通し、動画のデザインを学
生に学んでもらう。
　授業の課題など普段の作品制作と違い、チャレンジ
になったことは多い。印刷物の情報をもとにして映像
の表現へと発展させる技術、アニメーションと実写の
統合化のため、いくつものソフトを使用しても統一性
を守らないといけないこと。このためアートディレク
ションを担当する学生が必要となった。

　他にもインタビューの撮影技術やサウンド製作とサ
ウンドミックスといった音響関連、中でも一番大きな
違いはクライアントコンタクトとその交渉、クライア
ントによる度々の作品チェックが付いて回ることだろ
う。

○プロジェクトの流れ
・2006年11～12月
長岡市との打ち合わせ、脚本の執筆、それを元にし
て撮影スケジュールの決定
・2006年12月下旬～
各現場での撮影
・2007年１～２月
アニメーション部分の製作、粗編製作、クライアン
トチェック
・2007年３月
ナレーション録音、映像のタイトルデザイン、オー
ディオミックス、ファイナル編集

○まとめ
　学生にはプロの映像作品製作と全て同じプロセスで
の制作という貴重な経験となった。作業の役割分担が
必要となる制作でのチームワークの重要性も理解して
くれただろう。また、この作品の製作を通して学生が
環境問題を考えるきっかけになれば良いと思う。

受託事業名：

ごみと資源物の分け方・出し方及び処理方法周知用ビデオ制作業務
発注者：長岡市 
受託期間：平成18年11月17日～平成19年３月31日
プロジェクト主査：ヨールグ・ビューラ
プロジェクトメンバー：ヨールグ・ビューラ、飛鳥井郁美、今井　茜、岩城圭一郎、倉島里佳、駒形映夫、櫻井　誠、守田槙子、高岡　匠
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３．地域デザイン活動支援
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⑴　長岡市制100周年・合併記念事業
　 「近未来！越後長岡 産業展・ロボット展」参加出展
開催日：平成18年９月22日㈮～24日㈰
会　場：長岡市厚生会館
主　催：近未来！越後長岡 産業展・ロボット展実行

委員会、長岡市、長岡商工会議所
　当展示会は、長岡市制100周年と市町村合併による
新市誕生を記念する事業として、産学官民の連携によ
り実施されたものである。特産品販売、地場産業の体
験･実演、ロボットショーなど様々な企画が催され、
延べ45,000人を超える来場者を数えた。デザイン研究
開発センターでは、地域産業支援の観点から産業コー
ナーに出展し、平成17年度受託プロジェクトに関する
パネル及び成果品を展示した。

⑵　「新潟国際ビジネスメッセ2006」参加出展
開催日：平成18年11月16日㈭、17日㈮
会　場：新潟市産業振興センター
主　催：新潟市、㈶新潟インダストリアルプロモー

ション協会、㈶新潟地域産業振興センター、
新潟ニュービジネス協議会、㈶にいがた産業
創造機構

　当展示会は、幅広い分野においてビジネス提案を行
える企業等を全国から募集し、毎年開催されるもので
ある。デザイン研究センターでは、産学間の交流を目
的として大学出展コーナーに出展し、平成17年度受託
プロジェクトに関するパネルを中心に展示した。

⑶　「にいがた産学技術交流フェア2006」参加出展
開催日：平成18年10月４日㈬
会　場：ハイブ長岡
主　催：㈶にいがた産業創造機構、関東経済産業局、

㈶長野県テクノ財団
　当展示会は、県内の企業等と大学等の交流を通し、
産学連携による新技術・新産業を創出することを目的
に毎年開催されるものである。デザイン研究開発セン
ターでは、当展示会の協力機関としての後援を行い、
パネル展示コーナーにて平成17年度受託プロジェクト
成果品などを展示した。

⑷　「OMIAI  partⅢ」参加
開催日：平成18年10月18日㈬
会　場：万代シルバーホテル
主　催：新潟市異業種交流研究会協同組合
　当イベントは、「『産』の需要を『官』の支援で『学』
と形にする」というテーマのもと、文字通り産官学連
携の出会いの場を設け、企業の発展の動機付けにする
ことを目的としている。デザイン研究開発センターは、
例年どおり参加し、デザイン全般についての発表を行
い、相談を受付けた。

図1　展示会場の様子



４．技術相談・センター広報
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⑴　Niigata ADC賞受賞
受賞作品：「長岡造形大学デザイン研究開発センター

のためのポスター」　
制 作 者：吉川賢一郎 助教
主　　催：新潟アートディレクターズクラブ（NADC）
　新潟アートディレクターズクラブの発足に併せて行
われたコンペティションにおいて、平成17年度デザイ
ン研究開発センター報告書の表紙デザインがNiigata 
ADC賞を受賞した。当審査会は、ポスター、広告、パッ
ケージ、TVCMなどグラフィック作品全般において
審査が行われ、審査委員からは「逞しさ」と「品」を
兼ね備えた作品との講評を得た。

⑵　「長岡市企業立地ガイド2006」への掲載
掲載誌：長岡市企業立地ガイド2006
発行元：長岡市
　「未来産業創造都市」と題し、魅力あふれる産業集
積都市を目指す長岡市の企業立地ガイドにデザイン研
究開発センターの活動が松丸センター長のコメントと
ともに掲載された。アクセス環境の良さ、高度な技術
力と並び長岡市の産業を支える産学連携において長岡
造形大学のもつノウハウの必要性を紹介している。

⑶　「長岡市市勢要覧2007」への掲載
掲載誌：長岡市市勢要覧2007
発行元：長岡市
　長岡市が毎年発行する市勢要覧の2007度版にデザイ
ン研究開発センターの活動が紹介された。「『技』立国・

ながおか」と題し、独創的な技術をはぐくむ長岡市の
産学連携が取り上げられている。藤澤准教授が主査と
なり取り組んだ㈱えびすやとのコラボレーションの様
子が掲載された。

⑷　長岡産業活性化協議会（NAZE）への入会
　長岡市内の企業、大学等教育機関、産業支援機関、
行政等が連携して「産業界」が主体となり、新技術の
開発や新事業を生み出すことを目的とする長岡産業活
性化協議会（通称：NAZE）の会員に長岡造形大学も
加入した。これまでもNAZEの活動には大学として参
加してきたが、今後はより幅広く地域の支援活動に参
画していくこととなる。

（長岡市市勢要覧2007より抜粋）

受賞作品



長岡造形大学デザイン研究開発センターについて
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デザイン研究開発センターの概要

１．デザイン研究開発センターの設置経緯
　デザイン研究開発センター（以下、センターという。）
は、平成６年４月１日に長岡造形大学と同時に、大学
付属機関として発足し、現在に至っております。

２．センターの目的
　センターは、本学の教育研究成果を広く企業等に伝
えると共に、企業等との共同研究を推進することによ
り、本学の教育研究の発展と地域社会における創造的
研究開発の推進に寄与することを目的としています。

３．センターの業務内容
　センターでは、次の各号に掲げる業務を行っており
ます。
⑴　企業等との共同研究及び受託研究
⑵　企業等との技術者に対する高度技術の教育及び
研修

⑶　企業等に対する学術情報の提供
⑷　企業等の研究開発にかかる技術相談
⑸　本学の学生に対する実際的な応用研究開発
⑹　その他、センターの目的を達成するために必要
なこと

４．これまでの実績
　センターでは、平成６年の開設からこれまで年間50
件以上のデザイン相談を受付け、そのうち契約を伴う
プロジェクトの受託件数は延べ119件を数えます。プ
ロジェクトの委託元を機関別に見ると、センター開設
当初は官公庁中心であった委託元が、近年では民間企
業等が大半を占め、平成17年度から約７割もの件数を
受託しています（図１）。一方で、プロジェクトの委
託元を地域別に見ると、センター開設当初は長岡市内
が大半を占めていましたが、徐々に新潟県内外からの
委託が増加し、広くセンターの認知度及びデザインに
対する認識が高まってきていると実感しています。（図
２）。
　また、平成18年度は中越地震から３年目を迎えるこ
とからも、長岡市や地域団体から震災関連の業務を多

く受託し、地域のデザイン活動に大きく貢献しました。
　近年、長岡市内をはじめ新潟県内外の企業等におい
てデザインの重要性に対する認識が高まり、センター
に寄せられるデザイン相談の件数も増加しています。
これからも広くデザイン相談を受付けますのでお気軽
にご相談ください。
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５．デザイン相談の受付
　長岡造形大学デザイン研究開発センターでは、寄せられたデザイン相談の内容に応じて様々なメニューを用意
しています。ご相談は以下のように本学にて対応いたします。

デザイン相談の受付

デザインに関する相談は、電話・FAX等で長岡造形大学総務課にて随時受け付けています。

まずはお気軽にお電話下さい。　ＴＥＬ　０２５８-２１-３３１１㈹

「デザイン相談申込用紙」にご記入いただきＦＡＸ又はＥメールにて
お送りください。
ＦＡＸ ０２５８-２１-３３１２
Ｅメール ｄ-ｃｅｎｔｅｒ＠ｎａｇａｏａｋａ-ｉｄ．ａｃ．ｊｐ

電　　話

ＦＡＸ・Ｅメール

内部協議 ～ 両者打合せ

頂いた相談内容をセンターで把握し、お打合せにて詳細内容を再度お伺いいたします。
その後、ご相談内容に沿った最も適当な方策をご提案いたします。以下が主なメニューとなります。

主査の決定 ～ 業務委託契約

ご相談内容に応じて本学教員の中から適任者（主査）を決定します。
業務の方法、期間、予算等について、両者で協議を重ね、業務委託契約を締結し、業務がスタートします。
ただし、授業その他の学事が優先されますのでご了承ください。

成果物の提出・業務終了

成果物を提出し、委託元の検収後、業務終了となります。

①受託研究・委託によ
るデザイン提案

②外部デザイン事務所
の紹介

③学生コンペ ④教員による専門的ア
ドバイス等

委託契約に基づき、担
当する教員が調査研究
又はデザインを提案い
たします。メンバーに
は学生も参加します。

ご相談内容に応じて外
部デザイン事務所を紹
介いたします。

学生に広くデザイン案
をお求めの場合は、本
学学生を対象に学内コ
ンペを行ないます。

デザイン全般に関して
専門的知見からアドバ
イス及びコンサルティ
ングをいたします。

「①委託によるデザイン提案」の場合、以下のとおり業務が進行いたします。
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６．センターの担当教員
　長岡造形大学の全教員は、デザイン研究開発セン
ターの諸プロジェクトの担当教員であり、各自の専門・
研究分野の特性に応じて、プロジェクトに関与します。
　なお、以下に本学教員の氏名と専門分野を示します
のでご参照ください。（注：職名及び専門分野は平成
19年９月１日現在を掲載しています。）

　　氏　　　名　　　　　　 専　門　分　野
教授	 鎌 田 豊 成	 グラフィックデザイン、広告
教授	 石 原 　 宏	 西洋美術史
教授	 上 野 裕 治	 ランドスケープ計画・設計、植

物生育環境、緑地環境
教授	 木 村 　 勉	 建造物保存修復
教授	 熊 井 恭 子	 テキスタイルデザイン
教授	 洪 起	 耐震工学、信頼性工学
教授	 後 藤 哲 男	 建築・都市設計
教授	 小 林 　 誠	 金属工芸（ジュウリーデザイン）
教授	 菅 原 　 浩	 比較文化論、表象文化論
教授	 鈴 木 均 治	 テキスタイルデザイン（染色）
教授	 土 田 知 也	 工業デザイン
教授	 長谷川博紀	 グラフィックデザイン・広告全般
教授	 馬 場 省 吾	 金属工芸（鍛金造形）
教授	 飛 田 範 夫	 日本庭園史
教授	 平 井 邦 彦	 都市防災
教授	 平 山 育 男	 建築史
教授	 福 田 　 毅	 グラフィックデザイン、広告全般
教授	 松 丸 　 武	 インダストリアル・デザイン
教授	 松 本 明 彦	 写真、デジタルフォト
教授	 森 望	 ディスプレイデザイン
教授	 森 田 　 守	 デザイン／意匠行政論、意匠法
教授	 山 下 秀 之	 建築意匠
教授	 和 田 　 裕	 プロダクトデザイン
教授	 アンドリュー　バン　ゴーサム

TESOL-Teaching English to Speakers of Other 
Languages

准教授	 小 林 花 子	 彫刻
准教授	 境 野 広 志	 工業デザイン
准教授	 澤 田 雅 浩	 都市計画、都市防災
准教授	 新 海 俊 一	 建築計画、建築設計、情報科学

准教授	 髙 崎 賀 朗	 現代絵画（油彩・ミクストメディ
ア・シルクスクリーン）

准教授	 長 瀬 公 彦	 グラフィックデザイン、イラス
トレーション

准教授	 長谷川克義	 金属工芸（鋳金）
准教授	 藤 澤 忠 盛	 建築デザイン、空間デザイン、

映像デザイン
准教授	 真 壁 　 友	 デジタルデザイン、メディア

アート
准教授	 ヨールグ　ビューラ
	 	 映像、マルチメディア、アート

教育
准教授	 渡 邉 誠 介	 都市計画、観光とまちおこし
准教授	 天 野 　 誠	 グラフィックデザイン（エディ

トリアルデザイン）
助教	 吉川賢一郎	 グラフィックデザイン

長岡造形大学デザイン研究開発センター
平成18年度活動報告
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デザイン研究開発センター
940-2088　新潟県長岡市千秋４丁目197番地
ＴＥＬ．0258-21-3311（代表）
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長岡造形大学
デザイン研究開発センター

デ ザ イ ン 相 談 申 込 書 

ＴＥＬ　０２５８-２１-３３１１
ＦＡＸ　０２５８-２１-３３１２
Ｅ-ＭＡＩＬ　ｄ-ｃｅｎｔｅｒ＠ｎａｇａｏｋａ-ｉｄ．ａｃ．ｊｐ

この度は、本学デザイン研究開発センターにご相談いただき誠にありがとうございます。
この用紙は、ご相談の参考資料として使用いたします。ご自由にご記入いただき、
ＦＡＸ又はＥ-ＭＡＩＬで用紙をお送りください。

申込日 平成　　　年　　　月　　　日

平成　　年　　月　　日

申
　

込
　

者

内
　
　
　

容

企業名等

住　　所

Ｔ Ｅ Ｌ

ご担当者

Ｅ-ｍａｉｌ

Ｆ Ａ Ｘ

部署／役職

Ｕ Ｒ Ｌ

〒　　　－

デザイン
相談分野

（複数回答可）

業務の形態
（複数回答可）

期　　　間
（スケジュール）

ご　予　算

備　　　考

受 付 日 受 付 者

ものデザイン

視覚デザイン

建築・環境デザイン

その他（ご記入ください）

□産業機械　□電化製品　□ＩＴ機器　□日用品
□雑　貨　　□テキスタイル　□工　芸　　□その他

□建築設計　□空間デザイン　□インテリア　□景　観
□調　査　　□計　画　　□イベント　□その他

□広　告　　□ロゴマーク　□アート　　□ＷＥＢ
□ＣＩ　　　□パッケージ　□映　像　　□その他

□教員によるデザインワーク □学生コンペ

□学生によるデザインワーク □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□外部デザイン事務所等の紹介 □わからない

開始時期：　　　　　　　　　　　　　　　　　（製品化予定、販売予定等）

終了時期：




